福井県芦原温泉について
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　　　　　　　　　　　　　○田中　博義、田中　宏和、橘　治廣、浅田　恒夫

はじめに

　第39回北陸信越薬剤師学術大会で福井県の温泉の紹介と芦原温泉について発表した。今回さらに芦原温泉について追加検討したので発表する。
検討内容

１　各溶存物質の相関関係を検討した。
２　陽、陰イオンそれぞれの百分率での相関関係を検討した。
３　泉質の命名は陽、陰イオンそれぞれから最も多い成分を泉質名とし、次に全体の20 mval%以上の成分を副成分として列記する。芦原温泉はNa・Ca－Cl泉が主であるが、Na－Cl泉、Na－Cl・SO4泉が混在する。これらの泉質が現れる条件を検討した。
結　果

１　図に示していないが、泉温と溶存物質の相関係数はr=0.79、pHと溶存物質はr=－0.62であった。また、主成分であるNa+、Ca2+、Cl-相互間ではｒ=0.9以上の相関がみられ、SO42-とNa+、Ca2+、Cl-間ではｒ=0.53～0.62の相関がみられた。
各溶存物質と泉温、pHの相関を表したのが、図1と図2である。泉温は正の相関を、pHは負の相関を示す溶存物質が多かった。
　　
２　各イオンのmval%と泉温、pHとの相関係数を図3、図4に示す。図3から泉温とCa2+、Cl-は正の相関、Na+、SO42-は負の相関がみられた。一方図4のpHに対しては正負逆の相関関係がみられた。
３　図5はNa+mg/lとNa+、Ca2+ mval%の関係を示す。Na+mg/l増加に伴い Na+ mval%は減少するが50 mval%以下にはならず、Ca2+ mval%は20 mval%以下から増加し、40 mval%まで達した。図6はCl-mg/l増加とCl-、SO42- mval%の関係を示す。Cl-mg/l増加に伴い約90 mval%まで上昇し、一方SO42- mval%は10 mval%以下まで低下した。このように主成分であるNa+、Cl-の濃度増加に伴うCa2+、SO42- mval%の変化挙動が異なるため、泉源により泉質が異なることが示された。
まとめ
１　溶存物質中多くの項目が泉温では正に、ｐＨでは負の相関を示した。またNa+、Ca2+、Cl-、SO42-間では強い又はかなりの相関がみられた。

２　mval%は濃度と異なり相関性は著しく低下した。
３　主成分であるNa+、Cl-変化に伴うCa2+、SO42- mval%の挙動の違いにより芦原温泉には多様な泉質が存在することが示唆された。
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図4　ｐHと各イオンmval%の相関係数（ｒ）
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図１　泉温と各成分の相関係数（ｒ）
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図2　ｐHと各成分の相関係数(r)
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図3　泉温と各イオンmval%の相関係数（ｒ）
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